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雑

総

二
七
四
節
追
加
)

同
家
の
目
的
と
す
る
所
必
民
の
安
寧
一
服
枇
を
計
る
に
あ

F

り
と
は
口
県
理
な
y
り
、
若
夫
れ
閥
家
に
し
て
人
民
の
所
期

に
副
ふ
能
は
歩
其
の
希
望
を
摘
す
能
綜
?
と
せ
ば
、
新

か
る
岡
家
は
極
め
て
不
安
な
る
基
礎
の
上
に
立
て

6
と

一
五
は
ぎ
心
可
か
ら
み
F

(
第
二
六
五
節
追
加
)

閥
家
公
共
の
事
項
仁
闘
し
個
人
の
剣
断
意
見
及
ば
助
山
一
一
口

の
提
供
を
意
味
す
る
所
の
主
観
的
自
由
は
、
輿
論
の
形

般
に
於
て
表
明
せ
ら
る
、
輿
論
は
絡
調
資
質
輿
圧
の
要

素
を
匂
合
す
る
と
共
に
、
多
数
者
の
濁
立
せ
る
部
分
的

特
異
の
品
目
山
口
凡
を
浪
有
せ
る
対
も
の
な
A
ノ
、
(
第
三
十
六
節
)

左
れ
ば
邸
内
論
拡
絶
濁
に
異
盟
仁
あ
ら
才
る
と
北
ハ
仁
絶
濁

仁
訣
れ
'hIfL
一
五
立
が
可
か
ら
・
ず
、
然
t
リ
而
し
て
此
輿
論
の

奨
俄
を
列
断
し
玉
石
を
耕
別
す
る
は
是
れ
偉
人
の
事
・
な

b
、
時
勢
i
L
輿
論
が
仰
を
意
味
し
何
を
要
求
す
る
か
を

看
取
し
て
以
て
之
を
時
代
仁
告
?
る
唱
の
印
私
是
れ
時

代
の
偉
人
な

b
、
(
第
三
十
八
節
追
加
)

-
4
2
 
HI 

五
九
三

自
序
に
擦
る
に
本
書
の
目
的
は
、
第
一
特
別
の
問
題
と

関
係
な
き
、
一
般
的
に
重
要
な
る
問
題
に
注
意
を
向
け
、

第
二
史
皐
の
皐
生
設
に
碗
究
者
の
符
に
近
代
の
史
料
放
仁

'
熟
考
書
を
説
き
て
濁
立
梼
究
内
第
一
歩
を
容
易
な
ら
し
め

第
三
範
図
を
限
ム
ソ
て
一
の
参
考
書
を
作
ら
え
と
す
る
に
み

ら
と
一
五
ふ
。
査
し
、
近
世
史
梼
究
の
序
論
と
し
て
必
袋
な

る
潟
般
の
問
題
を
説
明
せ
え
乙
と
は
到
鼠
…
容
の
堂
誌
の

能
く
す
可
き
鹿
に
あ
ら
な
れ
ば
、
著
者
は
郎
も
範
闘
を
限

'otる
な
ら
ん
。
か
く
て
、
先
づ
第
一
応
論
越
を
避
け
文

る
は
歴
史
哲
皐
上
の
問
題
に
し
て
、
著
者
は
之
を
バ
ル
シ

ハ
イ
ム
設
に
テ
シ
グ
ロ
ア
、
セ
ニ
ヨ

l
M小
の
著
書
に
之
を

譲
れ
1
9
0

叉
詳
細
な
る
史
籍
目
録
も
勿
論
必
要
な
れ
ど
、

既
に
〆
!
ル
マ
ン
、
ワ
イ

γ
濁
逸
史
籍
目
銭
第
七
肱
モ
F
A

I
保
闘
史
籍
目
鍬
新
版
等
に
照
ず
号
、
乙
れ
一
人
の
カ
の

能
く
し
得
可
を
鹿
に
あ
ら
合
れ
ば
と
て
、
之
が
記
述
を
避

け
北
J

り
。
而
し
て
著
者
は
叉
専
ら
政
治
史
の
方
面
に
の
み
'

そ
の
力
を
註
げ
る
が
、
而
"
も
本
支
は
菊
鼠
に
て
レ
七
百
四
十

五
頁
仁
上
ιリ
、
ペ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
第
五
六
肢
の
ど
百
九
十

八
頁
な
る
じ
比
し
て
、
五
十
鈴
頁
の
差
あ
る
の
&
。
そ
の

う

五九一一一

92 

左
れ
ば
五
日
人
は
岡
家
を
一
地
上
の
上
常
と
し
て
崇
仰
せ
含

る
可
か
ら
歩
、
然
t
り
一
向
し
て
自
然
を
曾
得
す
る
乙
i
ζ

容

易
な
ら
・
一
少
と
せ
ば
、
岡
氏
を
了
解
す
る
は
真
に
無
限
に

困
難
な
L
り
と
知
る
可
し
(
法
律
折
口
皐
第
二
必
ニ
節
)

精
紳
は
喰
白
血
宛
せ
る
唱
の
に
於
て
の
み
異
質
な
L
リ
、
図

民
的
紛
糾
北
ゐ
岡
家
は
美
諸
般
の
関
係
、
伶
川
仕
上
の
原
‘

則
、
披
に
個
人
の
意
識
を
普
及
す
る
所
の
法
律
な
1
9
、
一

従
っ
て
一
民
挨
の
憲
法
院
主
と
し
て
去
の
民
放
の
白
長
一

の
件
質
純
閣
の
如
何
仁
よ

b
て
定
ま
る
も
の
と
一
再
生
町
一

し

(

第

一

~

一

右

四

節

)

一

傘
破
織
は
濁
断
的
憲
法
を
商
理
方
に
布
わ
ん
と
し
て
失
一

敗
せ

b
、
憲
法
は
単
な
る
手
工
品
に
あ
ら
‘
下
し
て
、
幾

世
紀
の
滋
養
を
要
件
と
す
る
産
物
な
t
り。

傘
破
山
献
が
商
班
芳
に
血
ハ
ヘ
北
る
憲
法
は
西
人
が
従
来
維

持
し
来
れ
る
が
も
の
に
比
し
て
議
仁
令
躍
的
な
よ
り
し
な
λ
ソ

然
活
彼
等
は
之
を
全
然
彼
等
仁
不
趨
嘗
な
る
も
の
と
し

て
之
を
花
め

b
、
凡
そ
出
品
絵
は
人
民
の
権
利
思
想
の
表

明
仁
し
て
其
の
女
化
の
緩
潟
北
る
可
を
唱
の
な
λ
ッ
、
然

AJ・一P
7
ル
ば
某
の
憲
鈷
は
無
意
味
且
つ
非
盤
ハ
狸
な
よ
ツ
(
第

『
近
世
史
研
究
案
内
』
問

中

翠

長5

{)3 

同
脚
光
の
明
拐
な
る
に
於
て
、
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ヒ
エ
」
磁
を

市
濁
に
争
へ
る
プ
ラ
イ
プ
ル
ヒ
大
皐
は
、
進
化
皐
者
ワ
イ

ズ
マ
シ
を
婦
と
し
立
、
種
々
の
方
面
に
於
け
る
知
名
の
碩

皐
を
網
羅
せ
ιリ
。
史
皐
に
於
て
が
も
パ
I
ロ
ゥ
、
マ
イ
ネ
ヅ

ケ
等
は
貨
に
濁
逃
史
界
の
重
鏡
花
λ
ッ
。
而
し
て
這
般
の
大

家
と
共
に
史
皐
の
講
座
を
携
任
し
て
近
世
史
を
競
b
つ、

あ
る
、
グ
ー
ゥ
オ
ル
ブ
講
師
(
六
十
五
年
六
月
十
一
一
一
日
生
)

は
今
同
司
近
世
史
椀
究
案
内
』
の
5
2
〈
ぎ
O

山内川何一ミログヨロ関

山口仏
u
w
m
ω
E仏
一
戸
日
仏
2
ロ
作
じ
ゅ
お
ロ
の
叩
切
の
げ
山
口
町
内
0

・
切
2
-
Z

MUS-
豆
-Hα

の
一
堂
日
を
一
公
に
し
て
、
欧
洲
、
近
世
史
碗
究

者
に
至
便
な
る
参
考
書
を
提
供
せ
ιリ
。
欧
洲
近
世
史
の
知

識
は
荷
く
も
数
育
あ
る
人
士
に
取

b
て
必
要
紋
く
可
が
ら

も
d

る
も
の
に
し
て
、
我
邦
に
あ
ιッ
て
が
も
此
種
ー
の
桝
究
に
志

3
ん
と
す
る
の
読
書
子
は
決
し
て
砂
し
と
な

3
ホ
ノ
乙
れ
余

が
敢
て
本
欄
に
於
て
粉
々
詳
細
に
ウ
オ
ル
ブ
講
師
の
新
著

を
紹
介
せ
ん
と
す
る
所
以
な
よ
り
。

雑

銭



五
九
問

内
容
の
皆
川
晶
、
な
る
以
て
如
何
る
可
を
な

b
。

選

の

あ

る

ほ

費

、

ιご
衝
の
一
理
由
に
よ
札
一

b
。

第

二

同

家

序
論
陣
僅
K
二
十
一
頁
仁
議
ぎ
ゅ
少
し
て
第
一
節
仁
近
世
と
政
治
的
活
動
と
は
人
民
乞
結
合
せ

L
め
得
一
可
を
最
活
重

史
研
究
移
民
の
次
第
一
を
鴻
ベ
丸
一
第
二
筋
一
仁
近
世
史
料
批
剣
一
要
J

忍
み
迩
鎖
な
λ
ツ
。
概

L
ん
て
一
一
図
家
の
擬
史
若
く
路
間
家

の
任
務
純
闘
を
設
を
て
古
代
史
中
古
史
家
の
経
務
一
正
一
定
世
ず
間
の
交
砂
の
歴
史
生
論
ー
ヂ
る
階
以
白
か
ら
女
物
の
焦
鮪
と

史
家
の
任
務
と
の
相
違
宣
明
に

ι、
第
一
一
一
筋
に
於
て
史
料
一
如
接
鰯
し
、
比
較
的
廃
況
な
る
観
察
を
試
む
る
乙
と
を
停

を
体
説

ι遺
物
え
に
分
も
大

fo。
乙
の
第
三
筋
'
に
於
て
著
一
可

L
。
第
二
政
治
氏
以
外
の
史
的
梯
究
を
行
は
ん
と
対
ば

者
以
政
治
兵
の
近
世
史
家
に
主
党
る
献
労
作
の
濁
象
セ
る
可
一
務
め
之
に
必
要
な
る
専
問
的
態
識
を
共
ヘ
ぎ
?
7ふ
可
し
か
ら
-JY

を
を
論

b
て
、
、
日
く
、
史
料
の
乏
し
《
、
駐
合
会
般
の
事
一
寧
一
ん
之
を
幕
開
印
象
の
務
究
に
委
ぬ
る
乙
そ
策
の
得
大
る
活

情
漠
然
た
る
時
代
-K
就
一
て
は
政
治
上
枇
合
上
倒
wg恕
上
径
一
私
一
の
な
れ
。
例
ヘ
ば
建
築
化
卒
、
隣
菌
感
の
歴
史
は
史
家
仁
一
収

凡
丈
の
方
面
に
瓦
L

り
て
之
を
桝
'
究
t

し
得
可
し
と
雄
港
、
現
ア
ク
て
は
持
殊
の
一
政
干
修
ぞ
経
る
に
あ
ら
歩
ん
ば
以
て
企
て
難

代
に
近
づ
き
-
史
料
続
多
を
を
加
ふ
る
に
歪
'
り
て
ほ
、
人
類
一
し
、
然
る
に
-
自
然
科
純
子
者
若
く
は
融
街
路
中
者
応
取
り
て
は
専

活
動
の
会
一
般
ト
ト
瓦
』
り
て
濁
立
的
梼
究
を
試
み
、
之
b
孔
紋
川
四
一
関
科
的
尚
子
の
徐
々
に
議
長
せ
る
経
滋
を
知
る
主
極
め
て
、
必

せ
ん
と
す
る
と
と
不
'
可
能
な

b
D
般
ム
り
に
第
十
仇
世
紀
に
一
要
仁

L
て
同
勢

μ
之
仁
一
精
通
せ

S
る
を
得
ポ
ρ
図
家
の
譲

就
て
か
、
3
3歴
史
を
著
活
ん
J

と
し
一
、
精
紳
科
皐
自
然
科
第
一
一
民
存
在
の
要
件
一
五
脱
て
妹
、
、
そ
の
事
情
余
く
之

t
m球ムソ、

の
終
歩
を
惑
く
了
鮮
せ
ん
と
努
力
す
之
忠
ヘ
一
、
¥
巣

L
て
能
…
乙
れ
賓
に
史
家
の
必
安
、
研
究
せ
ぎ
る
可
か
ら
含
る
問
題

く
、
そ
の
臼
的
を
建

ι符
可
を
や
。
歴
史
家
文
る
唱
の
、
ヤ
な
b
。
哲
撃
者
、
鉄
律
義
者
、
自
然
科
皐
活
等
、
意
勝
仁
成

問
思
・
仁
他
人
の
所
論
を
踏
襲
し
て
以
て
足
訓
V
-
J
-

と
せ
ば
、
日
は
政
治
史
上
の
問
題
に
接
鰯
す
る
乙
と
あ
る
号
、
敢
い
て
之

印
私
止
む
、
然
ら
ヂ
ん
ば
勢
ひ
、
そ
の
研
究
の
範
周
を
を
生
北
る
研
究
態
臼
・
と
な
す
が
'
如
会
主
と
忍
窓
に
関
家
は

制
限
せ

P
る
を
符
ル
ペ
而

LJA去
の
政
治
史
の
取
る
可
を
古
家
人
類
舵
舎
上
の
設
備
出
げ
に
ゐ
一
L
ツて、
.

H

議
活
有
カ
怒
る

務

修

~~ P5 

位
地
を
わ
口
ひ
る
が
故
に
、
国
間
史
梯
究
者
は
何
れ
の
時
代
・
を

問
は
歩
、
そ
の
政
治
上
の
事
情
を
稽
査
し
て
之
を
合
得
す

る
時
は
滋
去
の
異
相
の
大
字
、
を
了
解
し
、
党
る
唱
の
な
t
り
と

一
五
ふ
可
心
し
と
、
政
治
史
の
研
究
の
重
ん
ホ
ノ
可
を
仁
就
て

は
余
港
叉
金
〈
著
者

ι同
一
の
意
見
を
抱
く
が
も
の
な
1
9
0

第
一
一
編
は
体
説
に
就
て
説
明
し
、
五
章
に
分
て
詳
述
せ

t
り
、
近
代
史
家
が
女
書
の
稽
査
に
の
み
拘
泥
し
て
、
俸
設

を
終
脱
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
乙
と
は
自
序
に
が
も
二
局
せ

る
が
如
く
に
て
、
交
通
-
印
刷
、
書
脂
、
女
庫
等
の
技
術

的
進
歩
と
、
究
築
上
の
作
品
の
議
回
艇
と
の
聞
に
密
接
の
関

係
存
ず
る
主
よ
り
、
概
説
広
次
母
、
第
一
意
は
近
代
修
史
議

反
の
技
術
的
前
提
I
f
L

題
し
て
郵
便
制
度
、
印
書
術
、
書
籍

貰
安
、
図
書
館
制
度
に
就
て
、
百
頁
以
上
を
費
し
て
之
を

認
識
せ
1

り
。
各
項
仰
れ
活
参
考
書
目
、
沿
革
の
ニ
節
仁
之

を
A
H
て
る
が
、
書
籍
業
に
関
す
る
参
考
書
自
の
一
節
拡
更

に
潮
市
乙
丙
一
に
部
仁
分
か
も
用
に
於
て
肱
書
籍
業
の

mw革
を

記
述
せ
る
書
籍
仁
就
て
解
題
を
試
み
、
そ
の
第
十
九
世
紀

仁
関
係
せ
る
唱
の
、
う
乞
仁
・
拡
百
科
丸
信
警
の
出
ぃ
践
を
以
て

荷
名
し
な
る
テ
イ
プ
チ
ヒ
市
の
グ

n
y
グ
♂
山
ツ
ス
害
賠
の
創

澱

録

一1川位

L 

号

←一---.. 

立
者
プ
リ
ー
ド

F
K
@
ア
l

ノ
ル
ド
ー
・
プ

n
y
グ
ヴ
ワ
ス

の
俸
詑
拾
に
年
鑑
地
図
等
の
出
版
を
以
て
世
仁
し
知
ら
る
、

J
J
I
タ
市
の
ベ
ル
テ
ス
害
賠
の
創
武
者
フ
り

F
y
k
e
'ペ

ル
テ
ス
の
偉
詑
等
を
察
げ
食

6
0
乙
に
於
て
拡
日
銀
之
成
中

旬
も
書
史
に
就
て
認
一
越
し
、
日
銀
之
患
の
科
皐
上
諸
般
の

目
的
に
稀
ふ
も
の
な
る
と
と
じ
説
明
走
路
し
、
、
種
々
の
注
目

白
に
就
て
解
題
を
施
せ
-9υ

郎
も
濁
越
の
書
目

t
b例
英

伊
等
の
諸
闘
に
い
及
ぼ
し
、
更
に
書
史
回
線
に
及
伏
、
盛
場
合

出
版
目
録
、
大
的
尚
子
出
版
目
録
等
を
?
が
も
説
明
せ
1

り
o

而
し
て

丙
に
於
て
は
書
籍
一
業
者
の
機
関
雑
誌
v
L
就
て
記
述
せ
ιリ。

次
に
書
籍
業
の
沿
革
に
於
て
件
ブ
ラ
Y

グ
ア
ル
ト
、
ラ
イ

プ
チ
レ
ん
一
の
市
に
闘
す
る
詑
事
を
は

b
め
と
し
て
以
て
現
在

に
於
け
る
市
場
取
引
の
欽
態
に
及
ぼ
せ

b
D

初
史
上
の
体
説
は
主
と
し
て
修
史
家
の
作
一
仁
よ

b
て、体

ヘ
ら
る
h

の
常
・
な
れ
ば
第
二
章
は
~
っ
史
料
と
し
て
の
修
史

家
」
を
論
b
k
b
o
史
院
長
・
に
闘
し
て
時
党
}
ロ
ゥ
、
マ

イ
ネ
ヅ
ヶ
の
叢
蛍
闘
に

3
・b
ア町一
-cnrn
の
g
n
E
n
r
g
仏
兵
内
政
己
仲

間の

y
g
の
ぬ
加

n
y
M
n
v
g
n
z
m
v
g
m
n
s一
宮
古
色
色
付
号
沿
に
p
o
mト

同

g
g円
い
の

o
m
P
7
w
-
z
n
n凶
A
W
均
口
町
口
叩
円
向
口
出
一
忠
弘

c
m
B匂
町
一
仰
の

お
丸
蕊
一



深
告
あ
1
9
叉
マ
イ
ス
タ
!
の
叢
書
に
宅
琢
告
あ
れ
ば
極
め
ロ
仏
民
的
立
。
吋

g
m
p
n
H
M
g
H
L
Z
Zロブ
qo
ロ山
2
3口
〉
ロ
訴
口
問
。
ロ

て
省
略
に
従
ふ
可
し
と
あ
か
ど
中
古
史
家
と
近
世
史
家
と
史
的
N

ロス
y
m
3
3
3・u
・
〉
告
・
民
吉
弘
作
こ
∞
ゆ
ゅ
に
し
て
た

の
隠
別
~
一
七

0
0年
以
前
の
近
世
史
、
英
図
安
駿
哲
簡
単
の
書
は
叉
第
四
頁
以
下
に
債
依
あ
る
「
.
英
実
感
史
研
究
恋
一

と
修
史
の
勃
興
俄
凶
の
新
傾
向
誠
に
そ
の
影
響
、
八
七
ア
)
考
書
回
し
を
牧
め
、
各
書
の
特
色
を
宅
一
不
し
セ
ム
ソ
。
ョ
ロ
日

ル
の
修
史
に
及
ぼ
せ
る
影
響
ア
Y

ケ
以
来
の
濁
逸
の
修
史
一

r
q
の
英
女
良
子
史
に
牧
め
北
る
参
考
書
目
は
更
に
詳
細
な

等

η
数
節
に
分
も
七
十
頁
の
論
述
を
試
み
北
t
り
。
而
し
て
一

'o英
人
の
手
に
成
れ
る
英
丈
皐
史
の
小
な
る
替
の
h
う
ち

史
場
史
多
考
書
目
の
記
事
活
数
節
に
A
4
北
れ
、
四
月
一
政
に
掲
に
は
殊
に
エ
ヂ

y

バ一
7
1
大
皐
女
皐
教
授
セ
イ
Y

時
ノ
ペ
リ

げ
党
る
修
史
皐
者
の
一
筋
に
於
て
は
ウ
ヱ
グ
ヱ
レ
、
ペ
ル
!
の
〉

m
V
0
3
目的仲
o
q
o
m
何
コ

m一U
F
F
山
内
向
日
汁
口
三
以
に
へ

ン
ハ
イ
ム
、
一
ア
シ
グ
ロ
ア
、
等
を
は
b
め
と
し
て
働
問
問
の

y
リ
@
モ

l
レ
!
の
〉

m，rω
け
ω一向。け
n
y
0同開口
m
H
r
v
p円
2
3

史
息
-
雑
誌
第
一
被
の
問
答
第
一
に
掲
げ
ら
れ
花
る
そ
ノ

I

2

3
を
感
?
一
吋
し
。

の
第
十
六
世
紀
以
来
倣
岡
仁
於
け
る
懸
史
碗
究
の
進
歩
と
『
以
上
の
略
史
よ
よ
リ
唱
更
に
精
密
な
る
は
倫
敦
の
零
時
時
マ

題
す
る
論
究
、
設
に
英
図
の
史
的
学
雑
誌
第
一
競
の
同
月
頭
一
を
グ
ミ
ラ

y
舎
祉
の
計
妻
せ
る
叢
書
に
し
て
、
英
女
簡
単
史
の

飾
れ
る
ア
グ
ト

y
卿
の
濁
逸
史
皐
阪
と
題
す
る
論
女
等
を
各
時
期
を
取
ιり
て
、
各
犬
家
を
し
て
濁
立
に
述
作
せ
し
め

名
略
詳
し
、
次
に
究
息
切
史
究
明
史
仁
関
す
る
史
籍
科
皐
セ
れ
ば
ー
そ
の
表
題
は
殊
に
相
互
の
問
に
漣
絡
を
換
を
、

史
に
闘
す
る
史
籍
、
停
認
に
闘
す
る
資
料
、
史
籍
常
一
回
目
、
そ
の
内
容
唱
亦
各
作
家
の
怪
意
の
剣
麟
に
上
'
り
て
執
筆
せ

等
の
各
節
仁
分
て
詳
細
仁
之
が
解
題
を
掲
げ
北
'
・
9
0
今
英
し
め
北
る
号
、
而
が
も
互
ぴ
仁
相
補
ふ
て
首
尾
一
貫
せ
る
英

丈
場
史
に
闘
す
る
託
事
を
諜
出
し
て
乙
の
解
題
の
如
何
仁
女
皐
史
を
匁
す
可
し
o

プ
ル
ヅ
グ
の
初
期
英
図
丈
感
史
は

親

切

な

る

や

を

示

コ

ん

。

働

亡

の

第

一

容

を

潟

せ

る

が

、

乙

れ

余

輩

の

梼

究

の

純

国

外

『
英
女
率
先
の
儲
切
な
る
濁
女
参
考
書
は
内
α
ユ一口
m
h
Q
Z

に
あ
ιリ
。
之
に
次
?
は
セ

l
y
ヅ
ペ
リ
!
の
ヱ
リ
ザ
ペ
ス

雑

総

滋
九
六

朝
究
尚
降
亭
円
学
予
史
な
る
が
ス
チ
ユ
ア
!
ト
朝
の
一
初
期
践
に
グ
ロ
ム
の
、
投
投
意
を
限
ら
ら
，
占
ホ
宗
歩
宇
宇y，
/
，
、
そ
の
専
門
仁
一
於
於
て
卓
越
せ
る
人
物
の

4111ι一J:
ハ》y

持
代
令
十
乞γど}一宅宅

f
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乙
の
菩
に
於
て
セ
}

y

y

べ
リ
!
は
成
ゐ
‘
可
司
〈
完

h

益企

羽
金
時
代
の
特
徴
に
隠
し
て
統
括
的
評
論
を
加
へ
な
よ
リ
。
詳

会
に
且
明
般
に
、
第
十
六
世
紀
の
中
葉
ょ
ん
'
第
十
必
世
紀
一
し

d.
一
ー
測
を
極
め
允
る
参
考
書
討
説
"
亦
頗
A
A

る
有
設
な
よ
り
。
セ
!

の
中
葉
ー
ま
で
仁
瓦
F

り
て
実
感
界
を
支
配
せ
る
思
潮
を
論
述
一

そ
ん
と
努
め
，

t
h
o
史
的
停
家
に
取
2

り
て
殊
に
興
味
あ
る
拡
一
ン
ヅ
パ
リ

t
の
第
十
九
世
紀
夫
-
風
情
史
は
ず
ヅ

λ
の
書
と
呉

パ

i
コ
ン
の
評
論
(
一
一

O
右
一
丸
以
下
)
放
に
英
悦
新
聞
雑
一

2
9
て
、
勿
卒
の
問
に
大
館
の
知
識
を
得
ん
と
す
る
唱
の
に

誌
の
創
始
時
代
に
関
す
る
託
事
(
二
二
一
一
一
頁
以
下
)
な
ん
j

一
一
以
よ
リ
て
、
物
色
に
侠
な
b

o

J

J

ヅ
ス
は
そ
の
史
料
を
排
列

と
す
。
注
意
す
可
を
は
セ

i
y
ツ
ペ
リ
ー
が
そ
の
論
述
せ
…
ず
る
に
方
t
9
後
民
の
内
的
動
機
を
標
準
ー
と
せ
る
が
放
に
、

る
時
代
の
人
物
と
雌
恐
慌
一
右
後
世
の
岡
山
湖
に
関
係
あ
る
宅
一
政
て
一
個
人
を
閑
却
す
る
乙
と
な
を
宅
、
事
貨
の
性
質
如

の
は
之
を
除
窓
、
而
し
て
後
世
の
人
物
と
維
が
も
そ
の
性
格
一
何
に
従
ぴ
、
之
を
随
屍
に
論
鴻
せ
・
9
、
故
に
。
コ
ヅ
ス
に
あ

能
く
一
五
五

O
年
乃
笠
一
六
五

O
年
の
粉
紳
を
代
表
せ
る
ア
り
て
は
ヤ
定
の
人
物
に
訴
す
る
そ
の
論
評
如
何
を
知
ら
ん

も
の
は
之
を
牧
め
允
る
乙
と
乙
れ
な
ら
o
一
般
史
家
に
取
L
ツ
デ
と
す
る
に
方
1

り
て
は
谷
蕗
を
参
照
せ
ぎ
る
可
か
ら
歩
。
之

て
乙
の
容
ょ
ん
d

活
真
に
重
妥
な
る
ほ
J
J

ヅ
ス
の
乎
に
成
れ
に
反
し
て
セ
シ
、
ヅ
ペ
リ
ー
は
個
々
の
作
家
を
議
類
ず
る
仁

る
佳
著
第
十
八
世
如
実
感
史
に
し
て
、
一
六
六

O
年
以
後
告
と
し
て
外
的
方
面
に
重
さ
を
置
き
、
且
極
め
て
大
髄
の

一
必
八

O
年
ま
で
の
時
代
を
叙
せ
ら
o

乙
れ
卸
も
英
図
の
僅
分
を
立
て
セ
る
の
み
、
例
へ
ば
懸
史
研
究
家
+
グ
一
翠
げ
て

新
問
雑
誌
業
英
闘
の
凶
民
経
憐
皐
は
勿
論
、
ヒ
ユ
I
ム
、
悉
〈
一
章
に
之
を
収
め

t
b
o
随
て
セ

l
ン
吋
ノ
パ
リ
ー
を

・
ロ
バ

I
ト

y
y
、

3
5の
出
る
み

h
て
英
閣
の
史
率
以
て
ゴ
ツ

λ
に
比
す
る
時
は
思
潮
の
発
案
、
だ
、
透
徹
せ
ぎ

も
亦
々
の
指
導
者
を
得
た
る
時
代
な
よ
ツ
。
プ
ヅ
ス
は
ず
ぺ
る
替
の
あ
る
が
如
し
。

て
一
一
治
般
の
問
題
を
宅
攻
究
し
、
丈
島
・
上
の
現
象
に
の
み
そ
可
マ
グ
ミ
ア
ジ
番
肢
の
計
霊
よ

b
M
3瓦
仁
大
規
模
な
る
は

雑

96 
97: 

総
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雑

鋒 J

五
九
八

第
八
容
乃
否
一
第
十
一
容
は
殊
に
近
佐
和
に
蹄
ず
る
N

り
の
な

る
が
ジ
オ
ン
、
ノ
ヅ
グ
ス
、
パ
I
ゴ
ン
、
英
闘
の
政
論
家
出

版
物
検
閲
等
に
艶
す
る
モ
J

レ
!
の
論
鴻
は
殊
伊
丹
史
的
母
家

仁
取
ι
リ
て
.
参
考
の
債
あ
t
り。

一
u

ジ
オ
ン
モ
ー
シ
!
の
葦
刊
せ
る
叢
書
英
樹
女
豪
徳
叶
件
、

率
向
上
丈
浮
上
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
卓
越
せ
る
人
物
を

取
'
'
り
て
-
評
論
を
加
ヘ
、
一
人
毎
に
小
冊
子
を
潟
せ
よ
り
。
而

し
て
体
認
起
草
者
は
何
れ
も
そ
の
好
む
所
に
従
て
記
事
の

取
拾
遺
探
を
説
歩
北
る
が
故
に
、
体
認
の
脚
註
多
く
し
て

科
皐
債
低
を
有
せ
る
が
上
に
、
一
般
説
書
人
の
消
闘
の
共

に
供
せ
ら
る
h
可
し
。

「
が
!
ネ
ヅ
ト
、
ギ
ヅ
ス
の
共
著
に
係
る
大
作
開
口
伺
民
m
M
H

ピ
Z
3
2
3
8
ロ
Zω
けS
S仏
同
仰
の
O

可
仏
四
容
は
挿
輩
極
め

て
多
く
一
般
鱗
客
を
目
的
と
せ
る
"
も
の
な
-b、
但
し
乙
の

世
一
日
は
一
第
四
容
の
終
に
詳
細
な
る
索
引
を
mm
せ
る
、
宅
而
古
参

考
書
と
し
て
よ

b
は
寧
ろ
読
本
と
し
て
回
す
可
を
唱
の
な

る
が
故
、
何
口
m
v
n
v
g
ω
け
ロ
仏
芯
ロ
第
三
十
四
容
(
茨
府
一
九

O
四
年
)
ニ
苔
必
十
三
頁
以
下
仁
載
せ
大
る
ケ
ヅ
ペ
ル
の

詳
許
に
よ
ら
て
之
を
知
る
可
し
。
4

98， 

へ
Y

り・
1
そ

1
レ
i
の
選
越
せ
る
日
ロ
m
r
r
J弓円安
2ω
な

L
o
不
幸
に
し
て
著
者
の
病
に
朴
れ
し
が
、
潟
近
世
史
家

、
に
取
L
9
て
興
味
あ
る
時
代
の
論
究
仁
著
手
せ
歩
、
最
後
の

第
十
一
容
は
漸
く
じ
し
て

γ
エ
i
グ
ス
ピ
i
T
に
及
ぺ
F
9

3
れ
ど
近
世
紀
の
門
戸
仁
臨
ん
で
未
完
と
な
れ
る
乙
の
舎

は
吾
人
仁
取
t
リ
て
償
伎
な
き
に
あ
ら
み
が
ノ
。
第
一
容
は
胃
頭

じ
英
夫
等
見
の
金
剛
闘
を
議
b
て
有
盆
な
る
概
論
を
誠
み
、

山
城
中
英
図
と
爾
倣
西
欧
文
明
図
民
と
の
間
に
於
け
る
相
互

の
影
響
仁
就
て
詳
述
せ
よ
り
。
モ
ー
レ

l
M貴
仁
英
籾
仰
の
関

係
は
殊
に
十
八
世
紀
に
於
て
願
著
な
る
も
の
あ
1

り
と
な
せ

b
。
以
後
の
諸
容
に
於
て
も
、
モ
ー
レ

i
は
決
し
て
英
女

皐
の
議
反
を
以
て
、
げ
孤
立
せ
る
島
験
的
の
現
象
な
L
リ
と
認

め
ホ
ノ
、
第
四
巻
仁
於
て
は
か
J
f
q

グ
リ
ブ
出
現
を
以
て
イ
シ

ノ
!
ケ
シ
ト
第
一
一
一
世
以
来
の
致
合
改
革
運
動
と
密
接
の
一
関

係
あ
る
"
も
の
な
ιリ
と
し
、
第
六
容
に
於
て
英
図
印
刷
術
の

起
源
k
説
く
や
、
濁
逃
和
蘭
に
出
ー
で
北
る
先
輩
の
事
業
を

等
閑
に
附
す
る
乙
と
な
が
よ
リ
き
。
女
装
復
興
の
英
闘
仁
及

ぼ
せ
る
影
響
を
論
性
る
第
必
谷
仁
於
て
亦
伊
太
利
に
出
で

大
る
究
惑
の
保
護
者
滋
広
大
家
の
論
許
を
怠
ら
含
ιり
を
J

}~ 
¥，i 

99 

吋

チ

芯

ン

バ

i
ス
の
の
い
、
n
L
O
}
U
m凶
作
仏

V
o向
開
口

m
H
U
Y
ド

X
0
5
2

3
は
パ
ト
リ
ヅ
グ
の
校
訂
せ
る
新
版
あ
ιリ
、
重
要
な
る
参

考
書
、
花
t
り
。
項
目
の
多
く
は
体
認
に
関
係
せ
る
沙
も
の
な
る
一

が
、
日
各
一
項
何
れ
弓
専
門
家
の
筆
仁
成
b
そ
の
記
事
は
勿
論
一

附
載
せ
る
多
考
番
目
4
亦
有
盆
な
よ
り
ο
第
一
容
は
一
六
八
一

八
年
迄
の
事
項
を
牧
め
、
第
二
命
令
は
第
十
八
世
紀
の
終
に

反
ぺ
よ
ツ
O

認
事
に
依
t
り
て
は
女
豪
の
作
例
を
宅
一
部
し
セ
る

が
、
例
ヘ
ば
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
の
カ
ー
ル
第
五
世
史
よ
L
リ
米

岡
後
見
の
傍
ル
ヅ
タ
I
の
僚
を
泉
げ
た
る
が
如
し
。
北
米

敢
に
英
関
縮
民
地
に
闘
す
る
事
費
を
宅
叉
盗
載
し
あ
λ
ツ
O

『
ヒ
サ
ノ
ポ
ザ
ト
、
テ
I
Y
の
英
交
的
問
苫
会
υ
乙
、
に
泉
ぐ
可

を
唱
の
な
る
が
、
そ
の
注
意
を
要
す
る
ほ
英
実
的
内
子
の
多
考

出
品
目
た
る
の
欧
州
に
あ
ら
歩
し
て
、
寧
ろ
、
テ
I
Y
の
思
想
畿

阪
府
の
上
に
於
け
る
位
地
設
に
錦
闘
の
史
皐
に
反
ぽ
せ
る
影

響
の
経
楓
ず
可
が
ら
も
d

る
の
鮪
に
在
t
り
3

蓋
し
一
γ
I
Y
は

英
閣
に
没
遊
し
て
、
そ
か
v
知
識
を
求
む
る
に
単
に
書
物
の

上
に
於
い
て
せ
歩
活
一
枇
舎
の
観
察
に
重
き
を
置
を
し
宅
而

電
英
女
感
史
は
鈴
2

り
に
主
制
倒
的
に
し
て
以
て
英
女
阜
の
緋

究
の
指
針
と
な
し
難
き
述
の
み
よ
り
0

安
に
英
実
態
史
一
は
混

代
の
館
岡
淵
源
仁
次
で
J

ア
l

y
の
傑
作
文
B
O
J
O

殊
に
傑
出

せ
る
は
史
皐
の
現
在
と
将
来
と
を
論
評
せ
る
有
名
な
る
序

論
之
な

b
o
乙
れ
故
同
問
仁
於
て
テ
I
Y
の
静
難
攻
撃
の
焦

鮪
と
な
ゐ
し
所
以
に
し
て
一
ア

i
y
は
乙
の
序
論
に
於
て
殊

に
歴
史
皆
皐
に
閲
す
る
意
見
を
接
表
じ
文

b
o
印
も
テ
l

y
は
す
べ
て
の
歴
史
上
の
事
擦
を
一
定
の
規
徐
の
下
に
起

れ
る
替
の
と
し
、
交
皐
を
港
歴
史
を
唱

vω
理
上
の
原
因
に

よ
・
'
り
て
説
明
し
得
可
し
と
な
せ
よ
リ
。
而
し
て
す
べ
て
の
事

援
の
主
因
を
潟
せ
る
が
も
の
ほ
次
の
之
に
属
す
る
人
種
と
、

人
の
之
に
於
て
活
動
す
る
境
遇
と
H
乙
の
勃
尚
子
は
専
問
一
誌

と
し
て
ブ
j
y
の
創
め
て
用
ゐ
文
る
所
な

b
u投
に
人
の

計
叢
を
立
て
弘
之
密
資
行
ず
る
瞬
間
と
卸
も
乙
れ
な
λJO

乙
の
一
一
一
種
の
俄
設
を
根
擦
と
し
て
一
ア
i
y
は
多
年
倣
闘
の

女
皐
史
皐
を
支
配
し
党
る
種
々
の
傾
向
に
攻
撃
を
加
ヘ
、

殊
に
、
ロ
マ
シ
チ
}
グ
の
解
懇
を
非
難
し
、
腕
史
上
の
事

獲
を
以
て
白
然
の
現
象
と
同
b
く
、
規
則
的
作
用
を
有
す

る
勢
カ
に
よ

6
て
左
右
3
る
、
宅
の
な

bEζ
設
け
る
。

『
十
央
・
実
態
史
の
有
袋
な
る
参
考
書
は
ヱ
?
ア
リ
ポ
l

y
の

大
著
匂
英
女
曲
学
英
米
作
家
批
評
字
典
』
に
し
て
カ
i
グ
の

去
九
九
人

雑

録



4‘ 、

求。。

綴
編
二
婦
は
一
八
九
一
年
仁
ブ
イ
一
プ
デ
ル
フ
イ
ア
広
於
〈
敢
て
完
全
な
'
り
と
は
云
は
歩
、
叉
ク
ム
プ
リ
ッ
チ
の
英
文

出
版
せ
ら
れ
北
to
。
乙
の
書
は
普
通
の
著
作
家
字
典
の
比
率
史
を
会
く
閑
却
せ
る
が
如
き
、
乙
の
記
事
の
必
歩
し
電

鈴
仁
あ
ら
含
れ
ば
、
設
に
掲
げ
大
る
次
第
に
し
て
、
そ
の
噌
ア
吋
ノ
プ
、
ッ
1
、
デ
ー
ト
な
t
りI
乙
認
め
難
き
鮎
な
る
母
、
雨

序
支
は
就
に
僚
値
を
宿
せ
よ
り
。
印
私
序
文
の
例
と
し
て
宇
一
予
初
め
て
英
女
皐
に
志
3
ん
之
ず
る
も
の
じ
取

b
て
は
、

舎
の
目
的
用
意
等
を
設
け
る
が
上
、
同
積
類
の
著
作
仁
封
一
乙
の
記
事
仁
於
て
充
分
な
'
り
祝
ん
や
近
世
史
-
T
研
究
せ
ん

し
て
略
静
を
加
ヘ
、
著
名
の
引
用
金
目
白
を
掲
げ
北

6
0
次
一
と
す
る
も
の
に
於
て
あ
や
。

仁
入
門
の
茶
と
し
て
英
丈
島
・
の
略
史
を
掲
げ
有
盆
な
る
図
一
第
三
意
・
(
本
蓄
に
は
史
料
之
七
て
の
修
史
家
の
意
を
号

表
を
事
添
え

t
b。
字
書
は
作
家
の
償
値
如
何
と
参
考
資
一
第
三
孝
之
せ
る
も
、
乙
は
概
説
仁
川
頭
一
孝
之
題
せ
る
が
食

料
の
多
寡
と
じ
よ
ム
ソ
て
詑
事
仁
詳
密
あ
ιりE
ζ

雌
宅
〕
各
作
一
か
く
重
複
を
来
せ
る
も
の
と
信
b
、
上
衣
仁
於
て
は
本
書

家
の
経
膝
著
作
を
泉
げ
大
る
の
み
か
、
之
仁
濁
す
る
短
評
一

l'
・」異
ιリ
右
を
第
二
章
と
改
め
且
本
書
の
第
二
章
を
第
二
日
?

を
電
線
せ

6
0第
三
容
仁
時
索
引
あ
ち
、
字
書
仁
収
め
な
る
一
E

乙
改
め
大
s
b，J
)

は
新
聞
雑
誌
を
論
詰
る
が
先
づ
ザ
ロ
モ

y

作
家
を
そ
の
積
額
仁
…
総
て
分
類
せ
‘

b
o
旗
第
唱
同
一
一
の
原
…
V
L

ユ
?
と
ヤ
l
争
乞
一
は
b
め
新
聞
史
の
参
考
書
を
解
題
し

則
に
基
を
て
一
編
纂
コ
れ
セ
れ
ど
交
感
上
の
作
品
の
拶
し
く
…
次
じ
新
間
雑
誌
の
特
徴
は
定
期
な
る
と

2
る
刊
す
る
乙
と

増
加
せ
る
が
錦
、
大
に
託
事
を
省
略
せ
る
が
如
し
。
英
女
一
内
容
の
多
方
面
な
る
乙
と
、
安
際
的
な
る
乙
と
の
四
鮪
仁

皐
に
従
事
せ
る
外
側
人
を
も
亦
漏
3
・ポノ
0

』

一

ぁ

b
と
設
を
、
新
聞
雑
誌
の
'
前
身
、
鶴
港
に
於
け
る
新
開

マ
グ
ミ
二
プ
シ
虫
日
山
の
英
女
皐
史
叢
浩
一
回
を
紹
介
し
っ
、
ジ
一
の
起
訴
例
英
爾
岡
新
聞
の
起
源
、
三
十
年
殺
後
の
濁
迭
の

ヨ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
ノ
ル
マ
シ
の
征
服
以
後
チ
ヨ

I
サ
I

一
新
聞
等
の
五
項
仁
分
て
新
開
業
の
締
革
を
設
を
、
一
般
史
研

ま
で
の
英
女
皐
も
を
恕
げ
歩
、
叉
米
岡
出
版
の
著
作
仁
就
究
者
の
参
照
す
可
を
専
問
定
期
刊
行
物
の
一
項
を
添
え
最

て
殆
ん
ど
諮
る
所
な
を
か
錦
、

J

余
輩
は
ζ

の
詑
事
を
以
て
後
仁
史
料
と
し
て
の
新
開
雑
誌
を
論
b
セ
ん
ro

雑

総

.
}
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可
屯
、
、
、
i
 

J
J
l
ダ
の
高
資
系
譜
年
鍛
、
伯
爵
家
諮
年
鑑
各
国
の
史
的
浮
等
の
相
違
あ
る
に
あ
ら
歩
、
乙
れ
貨
に
体
設
の
一
種
た
る

雑
誌
、
(
但
し
米
闘
史
皐
雑
誌
に
就
て
は
説
明
な
し
)
英
の
ア
仁
止
ま
る
替
の
な
よ
り
。
稲
川
も
そ
の
如
何
に
濁
倣
諸
問
仁
於

セ
ニ

i
ア
ム
等
の
新
刊
評
論
、
各
大
的
問
ず
の
史
摩
栴
究
叢
書
一
て
唱
亦
乙
の
積
の
出
版
鯵
多
し
を
や
は
本
注
目
に
」
成
て
知
る

答
は
悉
く
燃
史
研
究
者
の
参
照
す
可
を
専
門
定
期
刊
行
物
一
可
し
。
第
五
平
の
百
科
全
書
、
専
門
辞
書
、
金
書
、
読
本
、

の
中
に
解
説
し
あ
リ
ゥ
。
史
料
と
し
て
の
新
開
雑
誌
の
項
は
一
叢
書
仁
闘
す
る
評
論
は
体
設
の
説
明
を
終
れ
・
9
0
百
科
会

初
に
日
公
刊
資
料
に
基
け
る
…
編
築
物
を
論
評
せ
る
が
、
日
刊
一
書
専
門
俳
書
に
闘
す
る
部
分
は
今
之
を
略
し
、
直
も
仁
u

初

一
倫
教
タ
イ
ム
ス
の
如
く
毎
月
猿
引
を
議
行
3
る
、
も
の
は
一
血
中
者
用
の
讃
本
と
し
て
懇
げ
花
る
喝
の
を
数
ふ
れ
ば
ウ
ヱ

・
兎
に
角
、
普
通
の
日
鋭
、

3
へ
な
を
け
刊
新
聞
紙
を
資
料
プ
i

バ
!
の
世
界
史
一
ア
グ
イ
ス
、
一
ア
ム
バ
ウ
の
み
一
史
グ
バ
ー

と
し
て
、
研
究
せ
ん
と
せ
ば
、
安
に
盟
詳
の
嘆
あ
る
可
く
乙
一
バ
ル
ト
の
濁
逸
史
、
プ
'
ル
シ
ナ
ト
の
濁
逃
法
制
史
、
コ
ン
ラ

れ
英
凶
仁
〉

Hdg-mmmzq
倒
闘
に

M
r
D
D
2
5
y
一
件
。
二
!
ド
、
プ
イ
リ

y
ボ
グ
イ
ヅ
チ
の
経
務
践
す
仁
し
て
~
真
に

5
5
務
態
仁
欧
州
側
歴
史
年
鑑
の
刊
行
せ
ら
る
、
所
以
に
し
)
進
ん
で
之
を
究
め
ん
と
す
る
唱
の
仁
濁
し
て
は
パ

l
p
ウ

て
る
刊
会
交
番
集
と
も
回
す
可
を

ω
g
g
R
n
y守
宅
赤
之
一

γ
イ
ネ
Y
ケ
の
中
古
近
世
史
叢
書
、
イ
グ
ン
、
ミ
ユ
ラ
!

と
共
仁
併
紋
崎
、
c
れ
大
J

り
。
而
し
て
科
的
学
的
新
聞
雑
誌
批
剣
一
の
上
古
史
皐
叢
4

品目プ一フ

y
J
T
Y
プ
ル
ヒ
の
史
尊
女
庫
、
?

の
怪
務
の
墳
は
、
現
代
史
の
務
究
に
従
事
す
る
が
刀
の
、
必
一
イ
ス
タ
ー
の
史
・
皐
摘
要
等
を
始
め
と
し
て
紳
尊
法
待
感
経

設
す
可
を
所
北
t
り

。

一

線

開

摩

守

口

語

淳

、

等

に

関

し

て

典

捺

と

な

る

可

を

書

物

を

紹

新
聞
雑
誌
に
次
で
は
第
倒
率
に
於
て
備
忘
録
追
懐
銭
に
一
介
せ

b
。
最
後
に
翻
飴
の
史
終
叢
書
に
就
て
絞
越
せ
る
が

就
て
説
明
せ

6
0
語
抗
昼
間
筒
集
の
感
ん
に
出
版
せ
ら
仇
へ
ば
と
レ
ン
タ
!
の
第
十
九
世
紀
建
設
展
叢
官

る
、
英
倒
仁
於
て
が
も
、
史
談
命
日
漣
託
銀
一
経
膝
談
等
の
重
要
於
で
は
殊
に
チ
!
グ
ラ
!
の
思
潮
史
、
マ
イ
ヤ
l
の
丈
践
T

f
m
税崎、。る
h

よ
我
岡
仁
於
て
号
、
備
忘
鋭
の
科
皐
的
一
債
依
仁
何
史
、
ヵ
ウ
フ
マ
ン
の
政
治
史
、
を
感
げ
町
チ

l

グ一
7
1

ザ
難

.

.
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交
番
の
来
歴
と
題
し
先
づ
草
案
、
原
本
、
謄
本
、
等
の
郷

を
読
き
、
次
に
記
録
制
度
仁
就
て
、
詳
説
せ

b
。
各
闘
記

銘
局
郎
も
交
番
目
の
見
獄
巴
広
沢
務
hmlu
者
の

vω
得
、
託
銀
山
一

宮

J
1
5
3
'ノ
一

M
L
3
0ユ均一コ

g
仏
ぼ
一

0
5と
J
c
m切へ一

ov

版
の
機
関
等
は
印
私
J
4
持
参
の
結
末
配
一
銭
せ

b
o
思
ふ
に
本
一

番
に
よ
ヶ
て
設
を
得
る
は
濁

b
史
的
円
子
家
の
み
止
ま
ら
も
d

る
一
の
口
氏
日

(
W
H
S
o
i
H
∞ゴ
u

可

し

。

一

(
H
N
2
5ロ
念
仏

0
2
5
3
3
3
E広
吋
将
司
目
。
良
一
口
一
丘
町
。

一

弘

ぬ

一

ω
〉
Rmw一
吋
向

ω
何
件
芯
封
一
m・
R
2・
吋

o
g
o
p
o
g
F
3
M
M
号

一
n
o
g
σ
5
5
3
1
N
H
訟
〈
氏
。
ご
∞

r)・
3
F
H
U
H
O

一
悌
岡
政
府
は
一
八
お

O
!七
一
年
の
館
地
日
戦
争
の
由
来
を

一
明
に
す
る
北
め
外
務
省
秘
識
の
外
交
交
番
を
議
表
す
る
に

』
決
し
、
去
る
}
九

0
・v
七
年
の
ご
一
月
外
務
省
内
じ
此
等
文
書

の
調
査
編
纂
掛
を
設
け
、
託
銀
課
長
会
権
一
公
使
ド
ル
ン
モ

シ
ト
ー
を
委
員
長
に
、
オ
!
一
ア
ー
ル
及
プ
ル
ダ
ヨ
ア
ご
数

授
滋
に
代
議
士
一
ア
イ
ナ
ヅ
グ
を
委
員
と
し
、
熱
必
に
取
調
・

中
な
J
-

り
し
が
、
縦
三
年
徐
を
経
て
漸
く
英
第
一
容
を
出
版

す
る
に
歪
L
リ
大
る
"
も
の
邸
も
本
書
な
6
0
3
れ
ば
本
香
川
川

外
交
史
研
究
上
の
無
上
の
珍
資
北
る
は
敢
て
多
合
一
目
す
る
迄

唱
な
し
人
。
予
の
如
き
唱
今
迄
蛍
時
の
外
交
を
梼
究
す
る
に

償
支
リ
、
備
闘
外
交
交
番
の
る
け
仁
せ
ら
れ
食
-
る
者
乏
し
を

ぃ穴、
O
忠一一
γ

.' .-'，} 

F

殺
終
日

山
M

J

の
書
は
抗
告
叢
書
の
序
論
と
し
て
見
る
可
く
、
そ
の
表
題
に

よ
よ
り
て
想
像
し
得
る
と
乙
ろ
上

1
2市
内
容
議
か
じ
山
山
品
質
な

よツ
O

査
し
、
敢
て
思
潮
史
の
み
に
限
れ
る
に
あ
ら
歩
、
政

治
枇
舎
に
於
て
表
現

ιて
之
を
指
導
せ
る
思
想
観
念
を
捉

ち
ヘ
、
思
潮
史
と
政
治
史
と
の
閥
係
を
描
霧
し
出
せ
ち
。

γ
イ
ヤ
!
の
書
は
灼
燭
食
る
才
筆
を
以
て
、
度
義
の
一
詩
人

は
勿
論
科
皐
的
作
家
を
宅
論
・
評
せ

b

歴
史
の
克
復
の
孝

仁
於
て
は
一
ア
シ
ケ
よ
i

り
政
治
史
家
を
総
て
女
明
史
家
プ
ラ

イ
タ
ハ
、
リ
!
ル
並
に
小
説
家
コ
シ
一
ア

i
ド
、
ブ
エ
ル
ヂ
ナ

シ
ド
、
マ
イ
ヤ
!
ス
に
至
る
誕
辰
の
筏
路
を
指
摘
せ
ん
J
O

到
る
蕗
に
著
者
は
そ
の
濁
創
の
意
見
を
述
ベ
ー
盟
宮
な
る

材
料
を
能
く
阻
鴫
せ

b
o
カ
ウ
プ
マ
ン
が
マ
イ
ヤ
!
の
如

く
汗
牛
充
棟
の
資
料
を
簡
明
に
摘
錯
し
得
た
る
は
、
蓋
し
、

個
人
的
見
解
を
之
に
閥
速
し
て
告
白
し
敢
て
完
全
な
る
叙

述
を
期
せ
合
ら
し
が
匁
な
ら
。
而
宅
乙
れ
本
書
に
特
別
の

意
義
を
鼠
ハ
ふ
る
所
以
な
t
り
。
ト
ラ
イ
チ
ケ
と
同
b
く
、
ヵ

ウ
フ
マ
ン
は
先
づ
第
一
に
濁
逸
の
政
治
上
の
経
展
の
上
に

於
け
る
民
族
的
要
素
に
重
を
を
置
さ
し
が
、
自
由
主
義
者

仁
川
到
む
て
は
ト
ラ
イ
チ
ケ
よ
t
り
宅
建
仁
多
大
の
同
情
を
性

六
O

一一¥

け
よ
り
、
議
し
ト
テ
イ
ナ
ヶ
は
そ
の
晩
年
に
及
ば
て
は
会
く

自
由
主
義
者
と
相
背
馳
す
る
に
去
れ
t
り
』
と
評
せ

h
。
そ

の
他
一
ア
ダ
イ
ス
六
ラ
ム
バ
ウ
の
み
・
一
史
ケ
ム
プ
リ
ツ
ヂ
近
世

史
等
英
仰
の
選
議
に
就
て
尽
簡
単
ぬ
紹
介
あ
よ
り
。

第
一
一
一
編
遺
物
の
説
明
に
於
交
は
康
義
の
意
味
に
於
て
せ

安
し
て
専
ら
丈
志
向
、
訟
に
挟
義
の
害
額
仁
就
て
の
み
銭
鴻

せ
P
9
0
設
に
交
番
と
は
詔
勅
。
列
決
法
令
、
修
一
約
、
幹
令
、

寄
進
状
ぺ
遺
言
状
、
領
枚
謹
等
に
し
て
、
狭
義
の
書
類
と

は
信
書
、
議
事
録
、
意
見
書
、
法
律
草
案
等
を
指
せ
ら
、

乙
れ
印
も
根
本
史
料
に
し
て
、
史
家
研
究
の
餌
域
は
専
ら

乙
の
方
面
に
存
せ
2

り
と
一
五
ふ
号
、
不
可
な
し
。
故
に
本
一
蹴

は
之
を
二
章
に
分
も
第
一
章
に
於
て
は
文
書
鼓
に
狭
義
の

書
類
の
種
類
に
就
て
詳
細
な
る
説
明
を
加
ヘ
、
例
へ
ば
間

際
線
約
に
就
て
は
そ
の
一
公
刊
の
方
法
、
僚
約
鼓
に
闘
際
法

の
参
考
書
、
も
依
約
の
般
質
、
一
史
的
問
予
上
よ
ら
線
約
を
観
察
す

可
き
見
地
、
等
に
A
H
も
て
之
を
諭
詳
し
、
法
令
に
闘
し
て

は
沓
濁
逸
品
w閣
の
怯
律
、
濁
逸
各
闘
の
接
待
設
仁
参
考
書

H

史
料
と
し
て
の
怯
律
、
一
八

O
O
年
以
前
各
国
の
立
港
、

新
立
法
等
の
諸
環
仁
分
て
之
を
叙
述
せ
よ
ツ
。
第
二
掌
は
、

'ーー~-. . 
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